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１０月 8 日（日）、町民センター『ゆずもホール』にて

実施しました。 

芳賀広域行政事務組合茂木分署の消防署員による講話の

後に練習マネキンや AED を用いて、心肺蘇生や異物除去

などの一次救命処置の実践練習を行いました。 

今後も災害などの非常時に備えた講座を実施していきま

す。（関連記事 8ページ 災害ボランティア養成講座） 

発行/茂木町社会福祉協議会 
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歳
末
た
す
け
あ
い
事
業
の
一
環
と
し
て
、

茂
木
町
に
住
む
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者

に
温
か
い
気
持
ち
で
年
末
年
始
を
迎
え
て

も
ら
う
た
め
に
、
不
織
布
マ
ス
ク
と
手
作
り

の
コ
ー
ス
タ
ー
を
一
緒
に
配
付
し
な
が
ら
、

見
守
り
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。 

手
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
準
備
・
作
製

期
間
に
約
一
年
を
か
け
て
、
一
針
一
針
丁

寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。 

使
う
人
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、 

「
も
ら
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち

を
込
め
て
作
製
し
て
い
ま
す
。 

手
作
り
の
コ
ー
ス
タ
ー
を
、
ぜ
ひ
使
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

◇ 

対
象
者 

茂
木
町
に
住
む
80
歳
以
上
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
、
80
歳
以
上
高
齢
者
世
帯
、 

そ
の
他
見
守
り
が
必
要
と
さ
れ
る
世
帯 

◇ 

期
間 

12
月
４
日(

月)

～
12
月
15
日(

金) 

◇ 

配
付
者 

配
食
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
社
員 

茂
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員 

 

歳
末
た
す
け
あ
い
事
業
の
一
環
と
し
て 

                         

                               

❷ 

12月 1日から 

が

 スローガンは「つながり・ささえあう・ 

         みんなの地域づくり」 

 
歳
末
の
見
守
り
訪
問
が
始
ま
り
ま
す 

▲色とりどりの布で作った 2 枚セットのコースターです。お楽しみに！ 
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年
末
年
始
に
む
け
て
生
活
を
支
え
る

事
業
と
し
て
特
設
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
開

設
し
ま
す
。
寄
付
米
や
レ
ト
ル
ト
食
品
、

生
活
用
品
を
お
渡
し
し
、
生
活
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。 

 

◇ 

対
象
者 

 
 

 
 

生
活
が
大
変
だ
と
感
じ
て
お
り
、
寄
付

米
や
寄
付
物
品
の
受
け
取
り
を
希
望
す

る
世
帯 

※ 

年
齢
や
世
帯
区
分
の
区
別
な
く
、
ど

な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
（
町
内

在
住
に
限
る
） 

◇ 

配
付
物 

 

① 

米
10
ｋ
ｇ
～
／
１
世
帯 

 

② 

レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰 

２
～
３
日
分
／
１
世
帯 

 

③ 

生
活
用
品
（洗
剤
や
日
用
品
な
ど
） 

 

④ 

そ
の
他
寄
付
で
い
た
だ
い
た
物
品 

 
 

（
卵
や
醤
油
、
マ
ス
ク
な
ど
） 

◇ 

開
設
日
時 

12
月

2
日(

土) 

午
前

10
時
～
午
後 

２ 

時 

   

◇ 

開
設
場
所 

 

元
気
ア
ッ
プ
館
内
運
動
訓
練
室 

◇ 

受
け
渡
し
方
法 

 

受
け
取
り
に
来
ら
れ
る
人 

 

① 

希
望
者
は
、
受
付
で
番
号
札
を
と
り
、

利
用
票
・
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
記
入
し
て

お
待
ち
く
だ
さ
い 

 

② 
職
員
の
案
内
の
も
と
、
希
望
す
る
物

品
を
お
選
び
く
だ
さ
い 

 

③ 

希
望
す
る
物
品
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い 

 

※ 

物
品
が
無
く
な
っ
た
場
合
、
開
設
中
で

あ
っ
て
も
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
場
入
り
口
へ
表
示
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※ 

受
け
取
り
物
品
が
多
く
、
徒
歩
や
自

転
車
等
の
手
段
の
た
め
、
運
搬
が
困
難

な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

移
動
手
段
や
都
合
が
つ
か
な
い
人 

 
 

移
動
手
段
が
な
い
、
も
し
く
は
都
合
で

来
所
が
困
難
な
世
帯
は
お
電
話
な
ど
で

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

                               

                    

善
意
の
登
録 

募
集
中
！ 

◇ 

募
集
し
て
い
る
物
品 

・
食
品
（
米
、
乾
麺
、
モ
チ
、
缶

詰
、
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
な
ど
） 

・
生
活
用
品
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
洗
剤
、
マ
ス

ク
、
生
理
用
品
、
タ
オ
ル
、
油
な

ど
） 

※ 

食
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
賞
味

期
限
が
最
低
で
も
１
か
月
以
上
あ

る
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◇ 

募
集
期
間 

12
月
１
日
（金
）ま
で 

※ 

善
意
の
登
録
制
度
で
は
、
通

常
、
随
時
登
録
の
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
歳
末
フ
ー
ド

バ
ン
ク
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。  

 

◇ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み 

茂
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
電

話
（
63-

４
９
６
９
）
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

 

 

❸ 

↓逆川方面 

道の駅もてぎ→ 

案 

内 

図 
 

団体からの寄付 

益子ロータリークラブ 様 
新米（とちぎの星）600ｋｇをいただ

きました。寄付米はグループホームや

フードバンクに活用されます。 

ありがとうございました。 

寄付物品受け渡し場所 

（運動訓練室） 
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お子さまの進学等でお悩みの方へ… 

就学のための貸付制度のご案内 

母子父子寡婦福祉資金貸付制度 

母子・父子家庭や寡婦の方に対し、経済的自立

や子どもの福祉の向上を図るため、各種資金を低

利子または無利子で資金貸付を行っています 

このうち、お子さまの就学のために利用できる貸

付金を紹介します 

◇ 貸付金の種類 

修学資金  …就学の際に必要な授業料、書籍

代、通学等の資金 

就学支度資金…入学準備のための資金 

◇ 貸付金を利用できる方 

・母子家庭の母、または父子家庭の父で、児童（20

歳未満の子）を扶養している方 

・寡婦の子 

・父母のいない児童（20歳未満の子） 

◇ 貸付相談と申請について 

➀申請は県東健康福祉センター（82-2139）で行

います。問い合わせ等は、町の保健福祉課で行

います。 

➁貸付申請の前には、事前相談が必要となりま

す。 

③申請者、連帯借主及び連帯保証人と面談を行

い、貸付申請書等の審査を行います。 

④貸付決定通知書の交付を受けたときは、借用書

を期日までに提出します。 

※ 修学資金・就学支度資金を申請する場合は、

お子さま自身も連帯借主となり、申請者と同様の

返済義務を負います。また、貸付を行う際にはお

子さまに対して面談を行います。 

※ 日本学生支援機構から授業料等の減免や給

付型奨学金を受けている方については、その額と

母子父子寡婦福祉資金貸付金の貸付限度額と

の差額を限度額として貸付を受けることができま

す。 

※ 小・中・高・専門学校・短期大学・専修学校・大

学・大学院でそれぞれ貸付限度額は異なりま

す。詳しくは相談の際にご確認ください。 

 

生活福祉資金貸付制度 

他の貸付制度が利用できない、低所得世帯や

障害者世帯などの経済的自立と生活の安定を目

指し、民生委員や市町村社会福祉協議会が窓口

になって生活支援を基本に、無利子や低利子で資

金貸付を行っています 

◇ 教育支援資金について 

学費等の捻出が困難な低所得世帯に対し、高等

学校や大学等への入学や在学中に必要な経費を

貸付し、就学と将来の就労を支援する制度です。 

◇ 対象となる世帯 

 ・低所得世帯(生活保護世帯を含む)  

進学・在学にあたり、その学費等の捻出のため他

から融資を受けることが困難、または融資を受けても

進学・在学が困難な世帯 

◇ 借受人と連帯借受人 

➀貸し付けを受ける借受人(借入申込者)は進学・在

学する学生本人です。 

②借入申込者とともに、連帯借受人が必要です。 

③連帯借受人は、原則として、借入申込者の親権

者で、借入申込者が属する世帯の生計中心者で

す。 

◇ 貸付相談と申込み 

➀相談や申請の窓口は社会福祉協議会です。 

②借入申込みの相談は、進学先が決定(合格発表)

する前でも行うことができます。その場合、合格後

に必要な費用が算出できる状況であることが必要

です。 

③借入申込みから審査・決定までには１ヵ月程度、

その後、送金までにも日数を要します。学校への

支払期日の前に送金を受けられるよう、計画的に

相談、申込みを行ってください。 

④本資金のご利用にあたっては、他の融資・給付制

度の利用が優先となります。これらが利用できる

か必ず確認のうえ、ご相談ください。 

 

 
❹ 
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わ
が
子
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
講
演
会 

 

「
親
な
き
あ
と
」
の
悩
み
を
持
つ
親
や
家
族

が
少
し
で
も
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
よ

う
に
や
る
べ
き
こ
と
を
み
ん
な
で
た
し
か
め

あ
う
講
演
会
で
す
。 

◇ 

講  

演 

演
題
『
障
害
の
あ
る
子
の
「
親
な
き
あ
と
」

～
「
親
い
る
あ
い
だ
」』
の
準
備 

 

講
師
『
親
な
き
あ
と
相
談
室
』 

渡
辺 

伸 

氏 

◇ 

日 

時 

令
和
６
年
２
月
３
日(

土) 

 
  

受 

付 

午
後
１
時
～ 

講
演
会 

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分 

◇ 

場 

所 

元
気
ア
ッ
プ
館 

多
目
的
ホ
ー
ル 

◇ 

対
象
者 

・
障
害
の
あ
る
人
や
ご
家
族 

・
地
域
に
な
じ
め
な
い
、
ま
た
は
ひ
き
こ
も

り
が
ち
な
人
や
ご
家
族 

◇ 

申
し
込
み 

令
和
６
年
１
月
19
日(

金)

ま
で
に
社
会
福

祉
協
議
会
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

      
 

              

                  

                  

                 

❺ 

令和５年度アルミ缶一般回収協力者表彰 

ともだち作業所が優秀賞を受賞しました！ 

   アルミ缶リサイクル協会から、ともだち作業所がアルミ缶の回収・実績を上げたことにより表

彰されました。今年度は、北は青森から南は鹿児島までの 63団体が選ばれ、栃木県では唯一、と

もだち作業所が選ばれました。平成 11 年 10 月からアルミ缶回収事業を始め、昨年は 5.6ｔのア

ルミ缶を回収、売却してきました。このことは、ご協力いただいている 17行政区、団体、個人の

皆さまのご理解とご協力の賜物と深く感謝申し上げるところです。ありがとうございました。こ

の売却益は、利用者の工賃の一部の財源となっています。これからも今回の賞を励みとして、ア

ルミ缶回収事業を一生懸命に取り組んでまいりますので、地域の皆さまのさらなるご協力をいた

だきたいと思います。    

また、日頃からご指導いただいています日清鋼業㈱真岡支店アルミ事業本部・（株）アムテッ

クの皆さまにも深く感謝申し上げます。（表彰式は 11月 10日元気アップ館で行われました） 

 

障
が
い
児
者
支
援
事
業 

 

▲コンテナのアルミ缶を収集袋へ移す作業 

▲皆さまのご協力をいただいております 

▲スチール缶など入っていないかチェック 
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茂木町ボランティア連絡

協議会加盟団体の皆さん

に、今年度の活動につい

てご紹介いいただきまし

た。       

茂木町見守りボランティア   

副会長 涌 井 俊 一 

 コロナが第5類になったものの、まだ感染は収ま

っていませんが、昨年よりは通常の活動が可能とな

りました。各会員が積極的に見守りを行いました

が、今年の夏は異常な猛暑と突発的な豪雨など、見

守りが欠かせない状況が多発した中、地域高齢者の

方々の安全確認に尽力しました。今後も高齢者の安

全のために見守り活動を続けて参ります。 

 

 
 

茂木介護ボランティア「ひまわりの会」  

会 長 安 藤 信 子 

今年度は、ききょうの里様のご協力のもと膳い

物を継続しました。また、施設へはデイサービス

あきやま様へ３回訪問し、利用者様と楽しいひと

ときを過ごしました。訪問日は、町民センターに

て、練習したりおしゃべりしたりして、会員同士

の交流もできました。他の施設様にも訪問できる

日を楽しみにしています。 

NPO法人茂木町配食サービスセンター  

理事長 大 越 文 子 

 今年度は配食、収集とも、ほぼコロナ禍前のよ

うに実施しました。特に配達をしながらの安否確

認は、利用者様にも浸透してきて、事前や事後の

連絡をしてくれるようになりました。今後はより

多くの方に利用いただけるよう努力し、茂木町か

ら孤独死等がなくなるよう、職員全員で尽力して

いきたいと思っています。 

 

もてぎふれあいの家   

会 長 山 口 美 智 子 

 今年度は、お茶の提供ができるようになりまし

た。立ち寄りだけでなく、趣味の会やすまいるカ

フェ、サロン等の活動で、交流の場を広げていま

す。秋には研修や体力測定を通して当番の親睦を

深めていきたいです。来年2月に10周年記念の

作品展を開く予定です。これからも皆さんが気軽

に立ち寄り、交流できる場を目指します。 

 

茂木・中川・逆川・須藤郵便局 

   茂木郵便局長 秋 山 豊 

 暮らしやすい地域づくり、安らぎを感じられる環

境づくりに、地域の方々に寄り添いながら、何らか

のお手伝いができればと考えています。地域と共に

歩み、地域社会に貢献することは、郵便局の果たす

べき役割の一つであると思っています。誰もが安心

して社会生活ができるような地域づくりの一助とな

るべく努力いたします。 

❻ 

NPO法人さかがわ    

理事長 安 藤 信 子 

「普通の暮らし」の中に感染予防が加わった日

常生活になりました。日頃より、地域の皆さまに

はお世話になることが多いですが、「い～サロ

ン」や施設の行事、地域のまつりなどを通して地

域の皆さまとの交流を深め、高齢者等の見守りに

つながるような活動を継続していきます。 

 

茂
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会 

 

 
 

 

会 

長 

羽 

石 

園 

江 

 

今
年
度
も
、
い
つ
収
束
す
る
の

か
わ
か
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
活
動
に
、
大
変
苦
慮
さ
れ
た
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栃木県立茂木高等学校 

      教 諭 石 田 莉 枝 

茂木高校生は、地域の皆さまのご協力のもと

毎年多くのボランティア活動に参加させていた

だいております。「地元に恩返しをしたい」、「役

に立ちたい」という思いで参加しており、自身

の成長の貴重な機会にもなっています。茂木町

に高校生の元気を届けられるよう、今後も地域

とのつながりを大切にし、積極的に活動してい

きます。 
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栃木銀行茂木支店         

 支店長 島 田 貴 之 

 新型コロナ５類移行により、町内のボランティア活動

に参加することができました。コロナ期間の間に職員の

大半が入れ替わっており、初めての参加となる職員がほ

とんどでしたが、皆さまのご協力により何とか活動する

ことができました。地域金融機関として、地域のふれあ

いを大切にし、積極的に参加したいと考えております。

茂木町の活性化に少しでも貢献できるよう活動していき

たいと思います。 

 

はが野農業協同組合茂木支店    

支店長 入 野 克 則 

 毎月、全職員で茂木町内 2,300 世帯を訪問させていた

だき、高齢者世帯を中心に声掛けを行う見守り活動を実施

しています。年々、高齢者世帯や高齢者のひとり暮らし世

帯が増加しているため、今後も社協や行政、加盟団体の皆

さまとの情報の共有や連携をとり、皆さまが安心して暮ら

せる地域づくりのお手伝いをさせて頂きたいと思います。 

大きくなぁれ かんか かんか      

代 表 清 水 文 雄           

子どもから高齢者までどなたでもお迎えしている「み

んなの台所」では、いっぱいおしゃべりし、おなかいっ

ぱい温かいご飯を食べ、「今日も１日幸せだった」と感じ

ていただけるよう活動しています。ただ令和 6 年 1 月か

らは、毎月第３水曜日 1 回だけの活動になります。機会

は減ってしまいますが、皆さまのお越しをお待ちしてお

ります。 

 

 

烏山信用金庫茂木支店  

支店長 横 倉 喜 治    

 先日１２年ぶりに、宮城県石巻市を訪問し

ました。災害ボランティアで東日本大震災被

災地に赴いた時以来です。今回は、津波で全

校児童の 7 割が犠牲になった大川小学校を訪

問し、改めて防災の大切さを痛感しました。

また、被災地の物を購入したり、観光で訪れ

ることも被災地の復興支援になります。 

まず、最初の１歩を。 

 

 茂木町おいて、明るく住みよい地域づ

くり、町づくりに寄与するために活動す

るボランティア団体なら、活動形態、活

動内容、団体の規模は問いません。 

 地域でのつながりを持ち、住みやすい

町づくりのために、一緒に活動してみま

せんか？ 

◇ 問い合わせ、申し込み先 

茂木町ボランティア連絡協議会 

事務局（茂木町社協 電話 63-4969） 

 

❼ 

介護者家族の会 すまいる会 

代 表 羽 石 園 江 

 高齢化に伴い、認知症を発症する方や介護を必要とす

る方が増えてきております。家族の生活が一変してしま

うことが多々あるかと思います。私たちは、介護に携わ

っている方の心の拠り所となれるよう、毎月第３木曜日

午後１時３０分から午後３時３０分までふれあいの家に

おいて相談会を行っておりますので、ぜひお越しくださ

い。 

茂木町手作りボランティア 

代 表 根 本 純 子    

 今年は素敵な布を寄付して頂き、おしゃれ

なコースターができました。目標数が多かっ

たので会員皆、自宅でも熱心に作り、活動日

は手を動かし、お話ができる楽しいひと時で

した。毎年社会福祉協議会で作ってくれるチ

ラシを添えて袋詰めをすると作品が引き立ち

ます。たくさんの方のおかげで歳末にお届け

できます事、感謝いたします。 

 

足利銀行茂木支店 

支店長 水 村 聡 

地域の金融機関として引き続き見守り活

動や窓口での高齢者の方との交流を通し

て、茂木町の皆さまが安心して暮らせる地

域づくりを目指していきたいと思います。 
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緊急小口資金・総合支援資金(初回)の受付期間が令和４年３月末まで延長 

総合支援資金(再貸付)の受付期間が令和３年１２月末まで延長 

 

 

 

 

 

 

那須烏山市で災害支援ボランティア団体の代

表としてご活躍中の講師を招き、被災地支援か

ら感じたこと等を聞き、もしもの時に繋げてい

きましょう 

◇ 講 師 

那須烏山市 災害支援ボランティア団体 

チーム龍 JIN 代表 小堀 恵美子 氏 

◇ 日 時 

令和６年１月２１日（日） 

午前９時３０分～午前１１時３０分 

◇ 場 所 

元気アップ館 多目的ホール 

◇ 人数・対象者 

先着４０名 

茂木町在住で災害支援に関心がある方 

◇ 申し込み 

令和６年１月５日(金)までに社会福祉協議会へ

電話でお申し込みください 

 

 

 
                              

                               

                

❽ 

◇ 場 所 こんこん亭（STEP１ビル １階） 

◇ 時 間 午後５時～午後７時 

問い合わせ先  
090-3542-2475（清水） 

 

 

 

12月 14日 (木) 

の献立 

 

鶏のから揚げ、ナムル、

その他 

☆ オープン時間 午前１０時～午後３時 

☆ 場  所  並松運動公園日本庭園 

☆ 対 象 幼児から大人まで 
※ 小学 1年生までは親子でご参加ください 

※ スタッフが常駐していますが、ケガや事故につ

いては自己責任となります 

開設日  

12 月9 日（土） 

通常開設 

12 月23 日（土） 

  クリスマスリース作り（イベント） 

災害ボランティア養成講座 
参加者募集中！ 

ひとり親家庭対象 

親子でクリスマスケーキをつくろう！ 

◇ 日 時 12月 24日（日） 

午前 10時から正午まで 

◇ 場 所 茂木町民センター 

◇ 参加費 １家庭 1,000円 

      ひとり親家庭福祉会 会員 500円 

◇ 内 容 クリスマスケーキの飾り付けや、レ

クリエーションを行います 

※ 飾り付けをしたケーキはお持ち帰りできます 

◇ 申し込み 12月８日（金）まで 

 

心配ごと相談所を
ご利用ください

◇ 相談を受ける場所 

社会福祉協議会事務局 

相談スペース 

◇ 相談日時 

平日午前９時～午後４時(原則1件30分以内)

ただし、事前に電話予約が必要です 

◇ 相談を受ける内容 

  日常生活の悩みごとや困りごと、福祉制度

に関する事項 

 

12 月28 日（木）はお休みです 


